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□ごあいさつ

株式会社　大塔テック

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１ ． 環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。

２ ． 二酸化炭素排出量の削減に努めます。

（製造工程及び事務所での電気使用、営業車・運搬車での燃料使用）

３ ． 製造工程における廃棄物の削減に努めます。

（製造工程で発生する廃棄物の排出）

４ ． 水使用量の削減に努めます。

（事務所水道水、製造工程での）

５ ． 化学物質の適正管理に努めます。

（脱油用の溶剤）

６ ． 環境に配慮した外注加工に努めます。

（材料の調達）

７ ． 環境にやさしいセラミック塗装に努めます。

（環境に配慮した製品）

８ ． 地域ボランティア活動の積極的な参加

（会社周辺清掃活動）

９ ． 環境経営の継続的改善を誓約します。

株式会社　大塔テック
芋谷公久

　エコアクション２１を取り組むことによって、従業員の意思疎通がはかれ、
不良率軽減、生産性向上がはかれます。
　この機会に社内の取り組みを重点的にやっていきたいと思います。

代表取締役社長 芋谷公久

代表取締役社長

環境経営方針

制定日： 2020年6月30日
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□組織の概要 更新日：
（１） 名称及び代表者名

株式会社　大塔テック
代表取締役社長　芋谷　公久

（２） 所在地
本社・工場 大阪府貝塚市王子１２２４

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者 代表取締役社長　 芋谷　公久　　 TEL：０７２－４３９－５１６２

担当者 製造部 井上　典弘　　 TEL：０７２－４３９－５１６２
（４） 事業内容

ホース継手及び機械部品の製造・販売

（５） 事業の規模
売上高 万円

従業員　　　　　 名 名
延べ床面積　　　 ㎡ ㎡

（６） 事業年度 4 月 1 日 ～ 3 月 31 日

□認証・登録の対象組織・活動
登録組織名： 株式会社　大塔テック
対象事業所： 本社・工場

対象外： なし

活動： ホース継手及び機械部品の製造・販売

□事業や製品（商品）の紹介

2023年5月10日

15,028
本社・工場

13
900

<主な事業の紹介>
当社はホース用継手及び、機械部品、タンクローリー

金具など継手を製造販売している。
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□環境経営組織図及び役割・責任・権限表 更新日：

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加
全従業員

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間、技能、技術者を準備

・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施

・環境経営レポートの確認
・環境管理責任者の補佐、環境委員会の事務局
・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施

環境委員会

・環境経営方針の策定・見直し及び全従業員へ周知

環境事務局

・自部門における環境経営方針の周知

・自部門に関連する環境経営計画の実施及び達成状況の報告
・時部門に必要な手順書の作成及び手順書による実施

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口
・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付）

環境管理責任者

・環境経営に関する統括責任
役割・責任・権限

2023年5月10日

 環境管理責任者

代表者

環境事務局

環境委員会

・環境経営目標・環境経営計画書を確認
・環境活動の取組結果を代表者へ報告

・環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

・自部門の想定される事故及び緊急事態への対応のための手順書作成
・試行・訓練を実施、記録の作成
・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

・自部門の従業員に対する教育訓練の実施
部門長

・環境管理責任者を任命

代表者（社長）

・環境経営目標・環境経営計画書を承認
・代表者による全体の評価と見直しを実施
・環境経営レポートの承認
・環境経営システムの構築、実施、管理
・環境関連法規等の取りまとめ表を承認

・環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理

・環境経営計画の審議
・環境活動実績の確認・評価

・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成
・環境活動の実績集計

事務部 営業部 製造部
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□主な環境負荷の実績
単位

kg-CO2

トン
トン
㎥

□環境経営目標及びその実績

✕

○

✕

✕

〇

□環境経営計画の取組結果とその評価
数値目標：○達成　×未達成
活動：◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

電力による二酸化炭素削減

取組紹介欄

目標
実績

※1 冬場の暖房用に灯油を使用していますが、微量のため目標設定はしていません。
　    上記表の二酸化炭素排出量合計には灯油使用分は含まれていません。

※二酸化炭素排出係数    0.350 kg-CO2/kWh   関西電力の調整後排出係数（R4年2月公表値/R2年度実績）
※二酸化炭素総排出量には灯油使用分を含みます。

6,115 5,340 5,880 7,439 7,452 7,904
9,817 8,050 9,168

6,271 6,656 6,4087,798

98% 97%

2023年 2024年

（目標）

2.9

97%

85 84 82

96%

33,539

6,454

・設備機器の点検 ○
・生産工程の待機時間短縮 ○

7,603 5,721 7,229
6,412 6,492

6,483

11月

水道水の削減
㎥

3,990 6,186 6,4736,224

83

2021年 99% 98%基準年度比

前年実績以
下(件）

2017年

10月9月8月7月6月5月4月

数値目標 × 2022年10月補助金による最新機械の導入を行い、古い機械との入
れ替えを行いました。その為、生産量が上がっても10月以降の電
気使用量が比較的抑えられているのが数字で確認出来た。

・空調温度の適正化（冷房２7℃　暖房２0℃） ○
・休憩や不要時の照明の消灯 ○
・節電啓発表示 ○

不良率の削減

取組結果とその評価達成状況

5件以下 4 5件以下 5件以下

3月2月1月12月

11,905

基準年度比 2021年 99% 102%

12,028

二酸化炭素排出量合計
※1

kg-CO2 34,576 34,230 34,545 33,884

コピー用紙の削減

枚 12,273 12,150 12,550

86% 98% 97%

kg-CO2 6,234 6,172 5,355 6,109自動車燃料による二酸化
炭素削減

(ガソリン）

6,047

基準年度比 2021年 99%

電力による二酸化炭素削
減

kg-CO2 28,342 28,059 29,189 27,775 27,492

基準年度比 2021年 99% 103% 98% 97%

総排水量 69 85 82

（基準年) （目標） （実績） （目標）

評
価

基準値 2022年

34,580 36,711

（4月―3月）

項　目 2020年 2021年

　産業廃棄物排出量 1.8

廃棄物排出量
　一般廃棄物排出量 0 0 0

2.1

　　　　　　　　　　　　　　　     　年　度
　　項　目

30,499

○

82

2022年

二酸化炭素総排出量

0

5,000

10,000

15,000

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

10
月

11
月

12
月

1
月

2
月

3
月

電力（kWh） 目標 実績
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自動車燃料による二酸化炭素削減

取組紹介欄

目標
実績

コピー用紙の削減

取組紹介欄

目標
実績

水道水の削減

取組紹介欄

目標
実績

3月

994 904 885

取組結果とその評価

0 13 0 16
17 0 16 0 12 0 11

ほぼ達成。昨年度より売上が向上したにも関わらず、節水出来て
いる。社内の節水意識は高まっているので、次年度も節水を推進し
ていく。

8月 9月 10月 11月 12月6月 7月

0 11 0 15 0

4月 5月
140 0 150

取組結果とその評価

920 1,020 850 1,150
1,087 1,076

850 930 820
998

3月
1,076

1月 2月

1,045 1,074 974 944
7月

節約意識は高まっているが現状にとどまりました。
裏紙だけではなく、データによる管理も今後目指して今後も取り組
んでいきたい。

達成状況

1月 2月

1月 2月 3月7月 8月 9月 10月 11月 12月

152 197
171 262 287 224 238 171 245 154 218
216 119 237 230 208 231 173 225 175

292 142 256
147

数値目標 ○ 材料費高騰の為、価格交渉を行うなどの出張等により全体的にガ
ソリン使用量が増加した。・エコドライブ実施 ○

・効率的なルートで配送

取組結果とその評価

△

17

○
○

数値目標
・節水シールの貼り付けとポスター掲示

10 0

1,360 1,380 1,320
1,092

4月 5月 6月

達成状況

・裏紙使用 ○

1,050 900

8月 9月 10月 11月 12月

達成状況

4月 5月 6月

数値目標 ×
・分別の徹底 ○
・シュレッダー廃紙のリサイクル化 ×
・古紙回収業者に引き取り △

0

100

200

300

400

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

ガソリン（L) 目標 実績

0
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10
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

水道水（㎥） 目標 実績

0

500

1,000
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

コピー紙の削減（枚） 目標 実績
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不良率の削減

その他の取り組み

□環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無

法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

□緊急事態対応訓練

緊急事態の想定： 社内防災時の確認
■実施日： ■実施場所：

■参加者： ■実施内容：

■評価： 手順書の変更の必要性□ あり ☑ なし

■実施状況の様子

社内で消火器の場所の確認や使用期限の確認、地震災害時の安否確認の仕方、非常口の確認等を行いまし
た。災害時、従業員は井上典弘さんまで連絡する。情報が入り次第井上さんから社長へ連絡することを決める
等の話し合いを行った

不良率削減のために、是正処置の実施、ＱＣ活動、５Ｓ徹底、失敗
事例のデータ化を行う。

達成状況 取組結果とその評価

適用される事項（施設・物質・事業活動等）
一般廃棄物、産業廃棄物（廃油等）

・不良率実績把握 ○

廃棄物処理法

消火器の有効期限は問題なかった。災害時の安否確認の仕方についても社内で共有が図られた。

社員全員

2022年9月2日 会社

・消火器及び避難経路の確認、安否確認方法等の周知

騒音規制法

○
・５Ｓ活動の徹底

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。
なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

消火器の設置・点検、危険物の保管
業務用空調機・スポットクーラー・コンプレッサードライヤー等の簡易点検

空気圧縮機(届出非該当）
消防法（危険物）
フロン排出抑制法

振動規制法

・ＱＣ活動の実施
○
　

適用される法規制

空気圧縮機(届出非該当）

　・廃棄物削減については、一廃は少量でもあり、紙ごみがほとんどで、コピー紙の使用量削減が廃棄量削減にもつながると考え
取り組んだ。また、産廃は、工場で発生する排出物の分別を徹底した。金属スクラップも鉄、ステン、アルミ等に分別し有価で売
却、その他も社内で再使用、再利用に努め、産廃処理は数年に一度の発生で収めるよう徹底している。
　・廃液も数年に１ドラム程度である。
　・セラミック塗装については、耐久性、耐熱性がよく、溶剤も使用しないことから、環境負荷も少なく、今後有効に活用したい。
　・部品の外注については、当社が環境マネジメントシステムの運用をしていることから、サプライヤーに対しても環境への配慮を
要請している。
　一方、地域では、貝塚市主催の総合防災訓練に参加したり、王子新田町内会の避難訓練・炊き出しに参加したり、積極的に地
域との共生を図っている。
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□代表者による全体の評価と見直し・指示

実施日：

＜情　報＞ ＜見直し・指示＞

◇自社を取り巻く環境問題の変化 ◇環境経営方針

◇環境経営目標・経営計画の達成状況 ◇環境経営目標・環境経営計画

◇その他 ◇その他

【今回の評価結果と今後の経営視点】

実施者：　芋谷　公久

・実施体制：変更無し

前年度より売上が向上した為、2022年10月補助金による最新機械の導入は影響したものの、従業員の作業効率を考えると暑さ
対策は必須のため、電気の使用量及び二酸化炭素排出量は増加した。
不良率の削減について、生産量が増えた割に比較的不良率が低いままで維持出来ていると考えられる。今後同じような不良品
が出ない様に現場への指導や、マニュアル作成等も行いつつ、全員参加で環境への配慮を推進していく。
2023年6月に行うヒューム対策による工場内の環境と温度対策では、使用電力量の削減だけにとどまらず、作業効率ＵＰと作業
環境によるヒューマンエラーの削減にも期待しているので、記録をしっかりとり経過をみていくこととする。

【前回の指示への取組結果】

全員活動の推進中。

2023年4月28日

変更なし

・電気の使用：未達成
・ガソリンの使用：達成
・コピー用紙の削減：未達成
・水の使用：達成
・不良率の削減

昨年度に比べ、業務量が30％上昇しています。
基準年度を2022年度より、2021年度に変更し、記録を行うこと
となっており、今年は更に業績向上した為、今後どうなるかは
売上の見込みはたっていませんが、今は順調に推移している
為、環境を踏まえつつ成長していきたいし、結果として数字であ
らわれることを期待しています。

・利害関係者からの苦情・要請等はなし

職場環境の改善が、環境をよくすること、という意識を持った従業員を増やす指導を行い続け、今後の売上UPにもつなげていき
たい。

・エネルギーコストの上昇。
・材料費の高騰
・大手取引先からの環境経営システム認証の要望
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